
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現況（平成２１年度当初）→中間目標（平成２３年度末）→目標（平成２５年度末） 

・重点対策箇所における死傷事故削減率 

０％（現況）         →  １％（中間目標）      → ２８％（目標） 

・市民生活実感調査の「歩道の電柱や段差がなくなるなど快適になった」に対する回答のう

ち，満足度を示す割合 

      １８．３％            → １８．８％（中間目標）    → ２１．９％（目標）  

高齢者や身体に障害のある人等，だれもが安全・快適に通行できる道路空間の

整備が求められている。 

駅周辺の道路の歩道において，「段差解消」や「幅員の確保」等の「バリアフリー

化」を推進し，また無電柱化事業により歩道幅員を確保することで,すべての人々

が「快適に移動できる歩行空間」を構築します。 

・死傷事故の発生割合が高い箇所において，集中的な交通事故抑止対策を実

施し，「安全な道路交通環境」を構築します。 

事業が完成すると？ 
・すべての人にとって道路の利便性が向上。 

・災害時の避難場所までの誘導経路の確保。 

・ゆとりある歩道の実現 

等の効果が期待されます。 

・公共交通機関の利用促進 

・人が主役の魅力あるまちづくり

の創出 

更にこんな効果が 

社会資本整備総合交付金 

第 1 活力創出基盤整備 

京都市の課題 

対      策 

成 果 目 標 

バリアフリー化事業の 

完成イメージ等 

主な事業箇所 

H21-P6 安全で快適な歩行空間を確保する道路整備 

（主）京都日吉美山線 

愛宕街道 

（国）３６７号 

北大路通 

（国）１６２号  

双ケ丘交差点  

（市）嵐山祇園線 

西小路四条交差点 

河原町地区 

下鴨京都停車場線他 

東山地区 

四ノ宮四ツ塚線他 

京都地区 

塩小路通他 

稲荷駅周辺地区 

中山稲荷線他 

伏見地区 

大津淀線他 

無電柱化事業 

交通事故抑止対策（交差点改良） 

バリアフリー化事業 

 ※ 財政状況，事業の進捗状況等により今後適宜見直していくこととしています。 


